
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木曽中学校だより 
   ２０２３年度－３月号（臨時号） －  

  

令和６年 ３月 １８日発行 

町田市立木曽中学校 
校長 梶野 明信 

 

Ｔｅｌ．（０４２）７９２－３０８１ 

Fax．（０４２）７９１－５９８４ 

本校の教育目標：「知性を磨き」「意志を鍛え」「健康な心とからだをつくる」 

卒業に寄せて 
副校長 古怒田 幸一 

いよいよ明日は卒業式です。校長からは明日の卒業式の式辞の中で、お祝いの言葉がありますので、副

校長古怒田から「卒業に寄せて」を述べさせていただきます。３年生の皆さん、ご卒業、誠におめでとう

ございます。３年間、よく頑張りました。「頑張る時はいつも今」という名言がありますが、人間いつも頑

張れるとは限りません。休む時はしっかり休む、そしてやるべきことはやるが大切だとこの名言は言って

いるのだと思います。無理をして、がむしゃらに取り組むこともあると思いますが、結果、大切な本番で

力を発揮できなくては、折角の努力も水の泡になってしまいます。これから、人生まだ長い皆さんに送り

たい言葉の一つです。 

進路がそれぞれ決まった人が多いと思いますが、まだの人もいるのです。そういう中学生が全国にはい

ることを忘れないでください。２０２４年の１月１日、能登半島地震により、避難所生活を送りながら、

またはやむを得ず住み慣れた町を離れ、受験に臨んだ石川県の中学生もいます。地震の影響で十分に受験

勉強もできなかった生徒がいます。しかしながら、できる限りの準備をし、頑張って受験を乗りきった生

徒がいます。その勇気、我慢、努力には敬意を表したいです。皆さんもまだこれから、入試や試験を受け

ることがあると思います。そんな中で今回のように災害に見舞われ、十分に準備ができないこともあるか

も知れません。そんな時は、この石川県の中学生のことを思い出してください。 

皆さんは新しい場所でこれから活躍してください。よく「有名校」「いい会社」という言葉を面接練習等

の回答で皆さんから聞くことがあります。しかし、私は「有名校」「いい会社」というものは存在しないと

考えています。誰がどういう基準でそう呼ぶのでしょうか。「一般校」「普通の会社」という言葉も同じだ

と思います。例えば、世に言う「有名校」に進学したとしても、そこで学ぶことを十分にしなければ、学

力は伸びません。逆に世に言う「一般校」でも、そこで十分に学習していけば学力が伸びていくはずです。

要は世に言う「有名校」「一般校」に差はないのです。学校は、「名前」で行くのではありません。これは、

第一志望が叶わず、結果として第二・三志望等に進学した場合も同じことが言えます。また、就職も同じ

です。世に言う「いい会社に行って、お金をたくさんもらう。」、そのことが働く目的ではありません。最

も大切なことは生活です。そして、一生懸命働いて、世の中がより安全・安心・安定した社会づくりに貢

献することです。前途ある皆さんにアドバイスしておきたいです。 

最後にこの災害が多い日本で、現実を学び、継承し、より安全に暮らせる日本をつくることは皆さんの

手にかかっていると言っても言い過ぎではないと思います。２０１１年３月１１日の東日本大震災。あれ

から１３年が経ちました。亡くなった方は今年３月１日までに全国で１万５９００人、未だに行方不明者

が２５２０人もいるのです。１３年前というと皆さんは生まれたばかりです。しかし、日本人としてこの

日を忘れてはなりません。さらには、今年発災した能登半島地震。この地震について２０２４年２月９日

の朝日新聞の記事を紹介します。『能登半島の先端に位置する石川県珠洲市三崎町寺家（じけ）にある下出

（しもで）という集落では、約８０人が暮らしていた。この集落は最大震度７を観測した地震の震源に近

く、直後に４ｍを超える津波が押し寄せた。地震後、避難所となっている高台にある集会場には、住民や

帰省していた人ら１００人以上が避難しており、その後、津波が岸を越え、バリバリと家々を崩した。こ

の集落では東日本大震災をきっかけに年１回、津波の避難訓練を続けてきた。津波は到達まで最短１分未

満、高さは最大で１３．５ｍに達するとの想定で、「何かあれば集会場へ」を合言葉にしていた。結果、こ

の集落では津波で亡くなった人はいない。』このように東日本大震災を教訓に津波による甚大な被害を忘

れなかったことで、難を逃れた集落があるのです。また、２０２４年１月２日には羽田空港で航空機衝突

事故が発生しました。５人と２つの小さな動物の命が失われました。しかし、旅客機に乗っていた乗客、

乗員は全員無事でした。このことは世界では「奇跡」と言われていますが、これも普段から行われている

乗務員の「９０秒ルール」があったことに起因しています。「９０秒ルール」とは、９０秒以内に乗客を脱

出させる訓練のことです。その成果を見事に発揮し、必然的にこの「奇跡」は起こったのです。どうぞこ

う言った教訓や訓練があったことを次世代に伝えてください。よろしくお願いします。 
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朝の職員打合せ ８：０５ ～ ８：１５ 

朝読書          ８：２５ ～ ８：３５ 

朝の学活        ８：３５ ～ ８：４０ 

準備            ８：４０ ～ ８：５０ 

１校時          ８：５０ ～ ９：４０ 

２校時          ９：５０～１０：４０ 

３校時        １０：５０～１１：４０ 

４校時        １１：５０～１２：４０ 

昼食          １２：４０～１３：１０ 

休憩          １３：１０～１３：２５ 

第５回学校運営協議会報告 

 ３月８日（金）１５時００分～１６時５０分 第５回学校運営協議会 出席者：竹島会長 石立副会長 石

川委員 浅沼委員 手島委員 兼子委員 梶野校長 古怒田副校長 田向教務主任 近藤生活主幹 村上進路主幹 

・校長より…２０２３年度学校経営計画・学校評価報告書は、良好な第三者評価をしていただきありがとう

ございます。改善点は、次年度学校経営計画・学校評価報告書に加味しております。ご確認をお願いします。 

・委員より…会長からは教員の勤務について、休める時には休む風土づくりが必要と指摘がありました。最

近、町内会等への行事に参加する児童・生徒の数が少なくなっています。地域の輪をつくる意味で、積極的な

参加を促すよう努力していくと話がありました。他の委員からは職場体験、百人一首大会後の豚汁づくり等、

学校生活がもとのようになってよかったです。継続してほしいという意見がありました。また、「あいさつの

木曽中」の継承を、「部活動の木曽中」は働き方改革もありますが、先生との関わりも大切なので、バランス

を大事にしてほしいという意見が出されました。学校は問題行動、発達障害等、様々な課題を抱えています。

生徒と向き合い、よい方向に導いてくれることを期待しています。「英語の町田」をうたっているのに、市と

して施設利用費用補助が、半分というのは疑問があります。ＰＴＡとも連携し、市と交渉していきます。 

・各主任より…教務主任からは、次年度の教育課程を市に提出しました。学校行事の変更等もあると思いま

すのでご了承ください。生活主幹からは、性的指向が問題行動としてあらわれることが多くなる傾向があり

ます。正しい知識を醸成していきます。進路主幹からは、都立二次・分割後期試検を受ける生徒がいるので頑

張ってほしいです。近年、区部の都立高校の方が定員割れすることが多い傾向にあります。 

・次年度に向けて…２０２４年度学校運営協議会委員は会長、副会長も含め継続していただけます。 

２０２４年度 第１回学校運営協議会：５月１０日（金）１５時３０分～１６時３０分 図書室 

★☆★２・３年生百人一首大会☆★☆ 
２年生は３月１日（金）５・６校時、３年生は

３月１２日（火）３・４校時に実施されました。

実施・対戦・ルール等のやり方は、１年生とほぼ

同じでした。結果はともあれ、さすが上級生でし

た。札を覚えている生徒も多く、動きが素早く、

真剣に取り組んでいました。その後は、お待ちか

ねのＰＴＡの有志保護者の皆様が作ってくれた

豚汁がふるまわれました。２年生はほぼ完食で

した。３年生にいたっては、昼食を食べていなか

ったこともあり、先生たちの分まで完食でした。

お見事でした。１年生同様、みんな大喜びでおい

しくいただきました。これからも木曽中のよき

伝統として継承していきたいと思います。あり

がとうございました。 

★☆★すぐメール停止のお知らせ☆★☆ 
３月３１日をもって、今まで利用していた「す

ぐメール」は停止となります。４月１日以降は

「tetoru」に移行されますのでご了承ください。 

★☆★第４１回卒業式予行練習☆★☆ 
３月１５日（金）３・４校時に卒業式の予行が粛々と

行われました。式の流れを一通り行う中、卒業生も在校

生も緊張した面持ちで行われました。在校生の「贈る言

葉」の中での歌は、１年１組が学級閉鎖でいない中、そ

れを補うかのようによく声が出ていました。卒業生の

「別れの言葉」の中での歌は、在校生の手本となるがご

とく、すばらしい合唱となりました。予行練習後は、卒

業生の中で唯一人、体育優良生徒の表彰が行われまし

た。体育優良生徒は体育のみならず学業に熱心に取り

組んでいた生徒に贈られる名誉ある賞です。体育優良

生徒には、３年１組 女子 が選ばれました。おめでとう

ございます。さらにその後、卒業生から在校生へのメッ

セージが送られました。「仲間を信じ、木曽中の伝統を

守り、悔いのない学校生活を送ってほしい。」という、

先輩らしい力強く、かつ心温まる内容でした。続いて、

在校生から卒業生へのメッセージも送られました。「や

さしくしてくれた先輩方を見習い、よき伝統を受け継

ぎ、よりよい学校を築いていきます。」という頼もしい

内容でした。見ている人に感動を与えました。 

２０２４年度時程変更について（登校時間に変更はありませんが、校時の時程が変わります） 

予鈴                     １３：２５ 

５校時                   １３：３０～１４：２０ 

６校時                   １４：３０～１５：２０ 

帰りの学活５校時の日     １４：２０～１４：３０ 

 〃  ６校時の日       １５：２０～１５：３０ 

清 掃 ５校時の日       １４：３０～１４：４５ 

 〃  ６校時の日       １５：３０～１５：４５ 

一般下校５校時の日       １４：５０ 

 〃  ６校時の日       １５：５０ 

最終下校 (3月～10月)    １８：００終了 １８：３０最終下校 

     (11月～2月)    １７：３０終了 １８：００最終下校 


